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川
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座 

埼玉県のマスコット 

「コバトン」 

 

 

主
催
は
、
比
企
の
川
づ
く
り
協
議
会
・
比
企
自
然
学
校
・
岩
殿
満

喫
ク
ラ
ブ
・
児
沢
探
検
隊
及
び
、
県
環
境
部
水
環
境
課
で
す
。
参
加

者
は
、
市
民
親
子
中
心
に
総
勢
３５
名
で
し
た
。
第
Ⅰ
部
の
セ
ン
タ

ー
で
の
講
演
は
、
①
比
企
地
域
の
川
の
歴
史
・
自
然
を
学
ぶ
（
比
企 

の
川
づ
く
り
協
議
会
：
山
本
さ
ん
）
、
②
ト
ン
ボ
は
ど
ん
な
生
き

物
か
（
東
松
山
自
然
倶
楽
部
：
金
子
さ
ん
）
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
た
き
っ
か
け
（
比
企
自
然
学
校 

櫻
井
さ
ん
）
を
、
発

表
し
ま
し
た
。
第
Ⅱ
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
（
自
然
観
察
）
で

は
、
全
員
で
砂
防
指
定
地
で
あ
る
児
沢
と
県
立
こ
ど
も
動
物
自
然

公
園
の
林
間
を
、
上
流
へ
向
け
て
自
然
観
察
や
昆
虫
の
ネ
ッ
ト
採

捕
を
行
い
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。
そ
の
途
中
で
、
耕
作
放
棄
地

の
田
ん
ぼ
で
、
代 し

ろ

掻 か

き
作
業
を
行
っ
て
い
る
児
沢
探
検
隊
（
三
本

さ
ん
）
と
、
川
の
博
物
館
学
芸
員
（
藤
田
さ
ん
）
か
ら
、
田
ん
ぼ

の
生
き
物
た
ち
（
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
カ
ワ
ニ
ナ
、
ゲ
ン
ジ
・
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
な
ど
）

の
講
義
や
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
帰
途
、
比
企
自
然
学
校
に
立
ち

寄
り
、
薪
割

ま
き
わ
り

り
現
場
等
を
見
学
し
て
会
場
へ
戻
り
、
有
意
義
な
講

座
を
終
え
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  

（平成３１年１月２５日発行） 

 

 

埼玉県のマスコット 

「コバトン」 

 

１ 

 
県
で
は
川
の
再
生
活
動
の
担
い
手
を
増
や
す
た
め
、
新
規
事
業
と

し
て
「
川
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

◆ 
報
告 

 

第
一
弾 

 
 

 

東
松
山
市
高
坂
丘
陵
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
児
沢

ち
ご
さ
わ

で
の
開
催 

 

【
比
企
の
川
づ
く
り
協
議
会
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
山
の
辺
橋
」
で
、
昆
虫
の
説

明
を
行
う
金
子
恒
雄
さ
ん 

 

児
沢
探
検
隊
の
田
ん
ぼ
で 

 
 

生
き
物
説
明
と
展
示 

 

 

体
験
講
座
の
コ
ー
ス
図 

 

（
東
松
山
市
高
坂
丘
陵
地
と
児
沢
） 

全
員
で
集
合
写
真 
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▼
「
川
ガ
キ
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
は
７

～
９
月
に
開
催
。
約
１
２
０
０
人
の
子

供
た
ち
が
川
ガ
キ
を
体
験
し
ま
し
た
。

多
く
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

     

日
高
市
で
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
小

学
５
、
６
年
生
を
対
象
に
古
民
家
に
宿

泊
し
な
が
ら
日
高
の
自
然
を
体
験
す
る

「
川
ガ
キ
・
山
ガ
キ
自
然
塾
」
を
夏
休

み
に
行
っ
て
い
ま
す
。
日
高
に
住
む
子

ど
も
た
ち
が
川
遊
び
や
山
遊
び
な
ど
を

通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
に
残
る
清
流
や
豊

か
な
緑
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
自
然
の
大
切
さ
、
尊
さ
、
厳
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
清
流
や
緑
の
保

全
の
大
切
さ
を
育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。内
容
と
し
て
は
、

川
と
魚
の
話
、
稚
魚
の
放
流
、
ピ
ス
ト

ン
釣
り
、
川
遊
び
、
ム
サ
サ
ビ
観
察
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、虫
か
ご
作
り
な
ど
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
人
気
が
あ
る
の
は
川
遊

び
で
す
。高
い
岩
か
ら
飛
び
込
ん
だ
り
、

川
の
流
れ
に
の
っ
て
プ
カ
プ
カ
と
浮
か

ん
だ
り
と
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
ピ
ス

ト
ン
釣
り
も
人
気
で
、
川
の
流
れ
に
沿

っ
て
竿
を
前
後
に
動
か
し
、
オ
イ
カ
ワ

や
ウ
グ
イ
な
ど
を
釣
り
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
夜
は
巾
着
田
に
生
息
す
る
ム
サ
サ

ビ
の
観
察
に
行
っ
た
り
、
早
朝
に
日
和

田
山
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
て
３
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
２
日
間
に
「
川
」
と
「
山
」

両
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
内

容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
し
ま
い
、

時
間
切
れ
で
行
き
届
い
た
説
明
が
満
足

に
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
内
容
を

見
直
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

中
で
「
川
ガ
キ
・
山
ガ
キ
自
然
塾
」
を

通
し
て
、
少

し
で
も
自
分

た
ち
の
住
む

地
域
の
川
や

山
に
関
心
を

持
ち
、
人
と

自
然
の
つ
な

が
り
を
感
じ

て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い

ま
す
。 

 

 

▼
平
成
２９
年
度
ま
で
の
「
川
の
再
生

地
域
交
流
会
」
を
発
展
さ
せ
た
「
各
環

境
管
理
事
務
所
管
内
会
議
」
を
各
地
で

始
め
て
い
ま
す
。
地
元
の
市
民
団
体
や

自
治
体
の
方
々
が
企
画
し
、
共
同
し
て

川
の
魅
力
や
活
動
の
成
果
を
共
有
し
た

事
例
と
し
て
西
部
・
東
松
山
管
内
で
の

交
流
事
例
を
報
告
頂
き
ま
し
た
。 

     

「
環
境
カ
レ
ッ
ジ
・
川
ゼ
ミ
」
ｉ
ｎ
市

野
川
・
滑
川
町 

９
月
８
日
（
土
） 

企
画
：
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会 

協
力
：
市
野
川
水
系
の
会
イ
ン
滑
川
町 

生
態
系
保
護
協
会
主
催
の
「
第
３
回
環

境
カ
レ
ッ
ジ
・
川
ゼ
ミ
」
が
、
滑
川
町

羽
尾
地
区
の
市
野
川
蛇
行
河
川
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
カ
レ
ッ
ジ
に
は
、
大
宮
・

春
日
部
・
越
谷
な

ど
埼
玉
東
部
か

ら

参

加

し

た

方
々
が
多
く
、
河

畔
林
が
多
く
残

っ
て
い
る
蛇
行

河
川
沿
い
の
見

学
（
キ
ツ
ネ
ノ
カ

ミ
ソ
リ
自
生
地
）

で
は
、
森
林
浴
の

体
験
を
充
分
堪

能
し
て
頂
い
た

よ
う
で
す
。
総
勢
１８
名
は
、
地
域
住
民

と
連
携
し
た
市
野
川
で
の
「
い
い
川
づ

く
り
の
取
組
み
」
等
に
つ
い
て
貴
重
な

情
報
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

都
幾
川
で
川
遊
び
in
と
き
が
わ
町 

 

８
月
４
日
（
土
） 

 

主
催
：
も
り
ん
ど 

 
 

 

協
力
：
比
企
の
川
づ
く
り
協
議
会 

と
き
が
わ
町
の
町
役
場
裏
の
「
と
き
が

わ
花
菖
蒲
園
」
の
西
側
を
流
れ
る
都
幾

川
河
原
に
て
、
約
４０
名
の
親
子
川
あ
そ

び
を
実
施
し
ま
し
た
。

採
捕
さ
れ
た
生
き

物
で
は
、
タ
モ
ロ
コ

や
ギ
バ
チ
（
絶
滅
危

惧
種
）
の
稚
魚
が
多

く
見
ら
れ
、
カ
ジ
カ

（
１０
㎝
級
）
な
ど

も
タ
モ
網
で
採
集

さ
れ
、
参
加
親
子
達

は
真
剣
に
貴
重
種

な
ど
を
観
察
し
て
い

ま
し
た
。 

 

「
あ
つ
ま
れ
！
く
ら
か
け
っ
こ
！
」 

 

 

８
月
２３
日
（
土
） 

 

企
画
：
東
松
山
市
環
境
保
全
課 

 

協
力
：
比
企
の
川
づ
く
り
協
議
会 

野
外
体
験
学
習
イ
ベ
ン
ト
の
「
あ
つ
ま

れ
！
く
ら
か
け
っ
こ
！
」（
都
幾
川
） 

が
、
４０
組
の
小
学
生
親
子
の
参
加
で
行

わ
れ
た
。
市
民
団
体
が
水
生
生
物
観
察

～６６２団体が県内各地で活動中！～ 

 今年の夏、開催されたイベ

ントについて、団体からの報

告を紹介します！ 

活動報告 

 

「 

川
ガ
キ
・山
ガ
キ
自
然
塾
」 

   
 

 
 

 
 

 

【 

日
高
市 

 

環
境
課
】               
 

西
部
・東
松
山
環
境
管
理
事
務
所
管
内

会
議
の
事
例
報
告 

 
 

 

【 

比
企
の
川
づ
く
り
協
議
会
】 

２ 



 

と
川
遊
び
を
受
け
持
ち
、
採
捕
さ
れ
た

魚
類
や
エ
ビ
な
ど
を
展
示
し
、
名
前
や

特
徴
を
説
明
。
ま
た
川
遊
び
で
は
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
装
着
し
た
時
の
水
に

浮
く
体
験
、
タ
モ
網
を
使
っ
て
「
ガ
サ

ガ
サ
」
を
行
い
ま
し
た
。
目
玉
イ
ベ
ン

ト
は
、
「
ニ
ジ

マ
ス
の
掴
み
捕

り
」
で
、
８０
人

以
上
の
参
加
人

数
の
た
め
、
あ

っ
と
い
う
間
に

全
部
捕
ま
え
ら

れ
、
あ
と
は
Ｂ

Ｂ
Ｑ
場
で
舌
鼓

と
共
に
皆
さ
ん

の
お
腹
の
中
に

入
り
ま
し
た
。 

 

 

吉
見
町
・
東
松
山
市
第
１５
回
ふ
れ
あ
い

市
野
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
（
１１
月

１０
日
（
土
）） 

 

企
画
：
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
協
議
会 

 

協
力
：
比
企
の
川
づ
く
り
協
議
会 

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
吉
見
町
・
東

松
山
市
自
治
体
・
県
土
整
備
事
務
所
・

環
境
管
理
事
務
所
・
市
野
川
沿
い
の
自

治
会
・
地
元
小
中
学
校
な
ど
で
構
成
す

る
「
ふ
れ
あ
い
市
野
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
協
議
会
」（
１３
会
員
、
２２
団
体
）

主
催
の
「
一
斉
ゴ
ミ
拾
い
」
が
実
施
さ

れ
た
（
参
加
者
６
７
０
人
）。
両
岸
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
っ
た
後
に
、
地
域
間
交
流

と
し
て
「
豚
汁
会
」
や
「
川
に
親
し
む

生
き
物
採
集
・
展
示
」
が
行
わ
れ
た
。

協
力
市
民
団
体

は
、
小
学
校
児

童
達
と
協
働
で

ポ
ス
タ
ー
や
採

捕
生
き
物
を
展

示
し
、
市
野
川

の
水
質
現
状
な

ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、

世
代
を
超
え
た

交
流
を
深
め
ま

し
た
。 

 

                 

                                 

                 

い
つ
ま
で
も
好
奇
心
を
失
わ
な
い
た
め
で

す
。
一
歩
前
に
踏
み
出
す
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
出
会
い
や
発
見
、
ワ
ク
ワ
ク
に
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
今
回
ご
縁
が
あ
っ
て
運
よ

く
「
川
の
国
埼
玉
検
定
（
入
門
編
）
」
に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
で
き
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
当
日
は
、
埼
玉
県
誕
生
百
四
十

七
年
目
を
迎
え
た
埼
玉
県
民
の
日
で
す
。

例
年
１１
月
１４
日
は
平
日
で
勤
務
日
だ
っ

た
た
め
、
県
庁
で
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に

出
か
け
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

埼
玉
県
を
知
る
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
や
小
学
生
や
家
族
連
れ
で
賑
っ
て
い

る
こ
と
を
体
験
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
、

刺
激
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
第
三
庁

舎
一
階
の
水
環
境
課
前
の
通
路
で
、
川
の

国
検
定
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
呼
び
か
け
た

り
、
答
え
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
た
り
、
合

格
認
定
証
を
手
渡
す
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。出
し
ゃ
ば
り
過
ぎ
ず
、

来
庁
者
の
皆
さ
ん
に
清
々
し
く
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
埼
玉

県
は
川
の
面
積
の
割
合
が
日
本
一
多
い
の

で
、
水
環
境
を
美
し
く
豊
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
、
自
然
環
境
と
と
も
に
生
活
環
境

を
整
え
る
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
こ
う
と
願

っ
て
声
が
け
を
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
約
６
０
０
人
の
方

に
御
参
加
い
た
だ
き
、
昨
年
以
上
に
盛
況

だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

川の国埼玉検定ブース 

３ 

 

川
の
国
埼
玉
検
定
（
入
門
編
） 

の
報
告
（
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
） 

 

県
庁
オ
ー
プ
ン
デ
ー
の
「
川
の
国
埼

玉
検
定
（
入
門
編
）
」
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
ま
し
た 

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト 

西
澤
道
夫
】 

 

平
成
最
後
の
年
に
六
十
歳
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
世
間
で
は
『
終
わ
っ
た

人
』
で
す
が
、
い
つ
も
通
り
気
負
わ
ず
に

社
会
と
の
新
し
い
接
点
を
見
つ
け
続
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。応
募
し
た
理
由
は
、 

木のコバトンカットシール 

 

川
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
の
報

告
（
県
庁
オ
ー
プ
ン
デ
ー
） 

の
報
告
（
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
） 

ク
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
約
６
０
０
人
の

方
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
昨
年
以
上
に

盛
況
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

県
庁
オ
ー
プ
ン
デ
ー
の
様
子 

 



 

                                 

                                 

                                 

                      
 

  
 

 
 

 

 

応
援
団
へ
の
通
知
を
送
付
の
際
に
、
宛
先
不
明

で
届
か
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
応
援
団

の
代
表
者
や
担
当
者
連
絡
先
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
は
、
水
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
い
ず
れ
も
可
能
で
す
。
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

■
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
再
開
及
び
比
色
各
５０
枚
貸
出 

６
月
末
で
中
止
し
て
い
た
Ｃ
Ｏ
Ｄ
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
提

供
を
再
開
し
ま
し
た
。（
旧
製
品
の
成
分
が
劇
物
指
定

さ
れ
た
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、
仕
様
変
更
し
た
製

品
が
発
売
さ
れ
、
提
供
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
使
い

方
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
パ
ッ
ク

テ
ス
ト
で
使
用
す
る
比
色
表
（
低
濃
度
、
高
濃
度
）

も
水
環
境
課
で
貸
し
出
し
て
お
り
ま
す
。 

 

川
に
関
心
の
あ
る
方

が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
！
今
年
も
多
く
の
団

体
・
学
生
な
ど
が
参
加

の
予
定
で
す
。
お
申
し

込
み
が
ま
だ
の
方
は
、

す
ぐ
チ
ラ
シ
裏
面
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
す
る
か
Ｈ
Ｐ
か
ら
お

申
込
み
下
さ
い
。 

■
川
の
国
埼
玉
検
定
（中
・上
級
編
） 

 

あ
な
た
も
川
の
な
ん
で
も
博
士
！
川
の
再
生
活
動

の
経
験
が
５
年
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
試
験
の
前
に
埼
玉
県
の
川
の
知
識
を

学
べ
る
講
座
も
実
施
し
ま
し
た
。
来
年
は
あ
な
た
も

ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時
：平
成
３
０
年
１
１
月
１
７
日
（土
） 

会
場
：あ
け
ぼ
の
ビ
ル
５
０
１
会
議
室 

 

開
催
概
要
等
の
詳
細
は
、
水
環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■
活
動
予
定
を
県
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す 

 

川
の
国
応
援
団
の
イ
ベ
ン
ト
・
活
動
情
報
（
日
程
、

チ
ラ
シ
等
）
を
、
県
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望

の
場
合
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

＊
一
般
参
加
可
能
な
公
募
イ
ベ
ン
ト
に
限
り
ま
す
。 

 

応
援
団
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー 

に
関
す
る
お
知
ら
せ 

 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
報
告
・
ご
案
内 

 

水
環
境
課
か
ら
の
ご
連
絡 

検定の事前講義の様子。１１名

が受験し、９名が上級に合格、２

名が中級に合格しました。 
 

「
川
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」

と
い
う
方
な
ど
が
問
合
せ
で
き
る
よ

う
に
、
県
の
Ｈ
Ｐ
で
、
応
援
団
へ
の

連
絡
先
（
住
所
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
等
）
を
公

開
し
て
も
よ
い
団
体
は
、
水
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◎
応
援
団
の
代
表
者
変
更
手
続
き
に
つ
い
て 

     

日
時
：平
成
３
１
年
２
月
２
日
（土
） 

会
場
：さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ 

申
込
：開
催
案
内
を
公
開
中 

    

Ｈ２９年度の会場風景 

■
川
の
再
生
交
流
会 

 

◎
応
援
団
の
連
絡
先
に
つ
い
て
問
合
せ
先
を

公
表
し
て
よ
い
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い 

４ 

 

あ
な
た
も
川
の
な
ん
で
も
博
士
！
川
の
再
生
活

動
の
経
験
が
５
年
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
試
験
の
前
に
埼
玉
県
の
川
の
知

識
を
学
べ
る
講
座
も
実
施
し
ま
し
た
。
来
年
は
あ

な
た
も
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
来
年
の
日
時
・
場
所
は
未
定
で
す
が
、
例
年
、
１１

月
中
・
下
旬
の
土
曜
日
午
前
、
県
庁
周
辺
の
会
場

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

日
時
：
平
成
３１
年
２
月
２
日
（
土
） 

会
場
：
さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ 

■
川
の
再
生
交
流
会 

 
 

 

川
に
関
心
の
あ
る
方

が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
！
今
年
も
多
く
の
団

体
・
学
生
な
ど
が
参
加

予
定
で
す
。
お
申
込
み

が
ま
だ
の
方
は
す
ぐ
、

チ
ラ
シ
裏
面
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

す
る
か
Ｈ
Ｐ
か
ら
お
申

込
み
下
さ
い
。 

希
望
さ
れ
る
場
合
、a

30
70

-0
3@p

re
f.s

ai
tam

a.l
g.

jp

ま
で
①
～
④
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

① 

貴
団
体
名
、
② 

ご
担
当
者
氏
名
、
③ 

今
後
連
絡
を

希
望
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
④
今
回
お
送
り
し
た
封
筒

の
住
所
ラ
ベ
ル
の
右
上
隅
に
記
載
さ
れ
た
番
号 

（
す
で
に
切
替
い
た
だ
い
た
団
体
様
に
も
、
こ
の
通
信
の

よ
う
な
発
行
物
は
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

◎
メ
ー
ル
へ
の
切
り
替
え
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

申
込
：
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク

セ
ス
！ 

 

■
川
の
国
埼
玉
検
定
（中
・上
級
編
） 

 


